
日立市立中里小学校
第６学年 道徳科学習指導案

１ 主題名 自分や相手の安全を考えて Ａ 善悪の判断、自立、自由と責任

２ 主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について

本学習は、「自他の安全に気をつけて、自立的で責任のある行動を心がける意欲を育てる」こと
をねらいとしている。高学年になると、自主的に考えて行動しようとする傾向が強まる一方で、自
分の思いが伝わっていると思い込んで、相手や周囲の人々のことを考えずに一人よがりな行動をす
ることがある。児童が、周囲の人に配慮し、的確に善悪を判断することの大切さについて考える機
会は不可欠である。また、児童がインターネット社会を生きていく上での基礎的な対応力を培うた
めに、自分の日常生活を振り返り、注意すべき点について考える機会が必要であると考え、本主題
を設定した。

（２）児童の実態について
本学級の児童は、行事や委員会で最高学年として活動し、責任をもってやり遂げる体験を重ねて

いる。学習にも意欲的で、授業中の発言も多い。しかし、慣れ親しんだ気安さから相手の気持ちを
考えない発言でトラブルになったり、逆に必要のない忖度をして関係をこじらせたりする場面があ
り、節度をもった友達との付き合い方が課題となっている。
今年度は、１人１台タブレット端末を学習の中で日常的に活用するようになり、リモートでの話

し合いやチャットなどでの交流の練習を行っている。児童は、習い事などの関係で携帯電話を所持
している児童も多く、保護者同士でもＳＮＳサービスでの連絡を活用しているため、児童にとって
ＬＩＮＥやメールでの交流は身近なものとなっている。これらのことから、情報を発信したり受け
取ったりする場面を通して、物事の善悪に対して的確に判断し、日常生活に生かそうとする態度を
養いたいと考えた。

３ 他の教科活動との関わり
本時

主題名 「自分や相手の安全を考えて」 Ａ善悪の判断、自律、自由と責任
自作資料「ＳＮＳの使い方大丈夫?」
自他の安全に気をつけて、自律的で責任のある行動を取ろうとする態度を養う。

総合的な学習の時間「米作りについて」 学級活動「情報機器の正しい使い方」
米作りについての調べ学習を進め 情報モラル教育において、情報機器

たり、まとめたりするときにインタ の正しい使い方について学習し、イン
ーネットを正しく利用して、調べ学 ターネット社会に生きる児童の基礎的
習やまとめ学習を進める技能を身に な対応力を育成する。
付ける。

主題名 「自由と責任ある行動について考える」 Ａ善悪の判断、自律、自由と責任
資料「修学旅行の夜」
自由の大切さを理解し、自他の自由を尊重するとともに、責任ある行動について自律的に判

断する力を育てる。

４ 指導観
インターネットでのトラブルに関する資料であることから、インターネットに関する一般的なト

ラブルを紹介した上で、具体的な事例とそのときの気持ちについて議論する。
会話を始めたきっかけは「仲良くしたい」という気持ちであったことを押さえ、相手の気持ちを

理解させる。その上で、なぜトラブルになってしまったのか考えさせて議論を深め、ＳＮＳやイン
ターネットを使うときに気をつけなければならないことと合わせて、規則やルールを守り、責任と
規律ある行動をとろうとすることの大切さについて考えさせる。自分事として考えさせるために、
どこがいけなかったのかをワークシートに書かせ、自分の考えをきちんと持って議論し、考えを深
めさせる。

５ 本時の指導
（１）ねらい
・携帯電話・スマートフォンのメールやＬＩＮＥは便利な一方で、自分自身や相手を守るためには注意が
必要であることに気付き、責任と規律ある行動をとろうとする態度を養う。



（２）準備・資料
ア アンケート結果 イ 会話例のスライド ウ ワークシート エ めあてカード

（３）展開 ○個：個に応じた支援 ○情：情報活用能力を育成するための支援 ○評：評価
段

主な活動と発問 予想される児童の反応 資
教師の支援・評価

階 料
導 １ 事前のアンケート結果か ・アンケート結果を確認し、 ア ・メールやLINEの使い方につい
入 ら気付いたことについて話 メールやLINEが便利である ての課題を自ら見つけようと

し合う。 一方で、心配なこともある している。
10 ことに気付くことができる (観察)
分 ようにする。
２ ＬＩＮＥやメールの問題
点とその理由について考え

展 る。 ・ＬＩＮＥのやりとりをスラ イ
開 イドにして提示することに ウ

よって、問題点をとらえや
25 ①友達からのＬＩＮＥに返 すくする。
分 信するとき ・悪意のない読み方と悪意
(例1） のある読み方の２通りあ

ることに気が付くように、
声に出して読むことを勧
める。

○個 例１や例２について、自
分がどう感じたかを考え
るように助言する。

(例2) ○情 文字が中心のコミュミケ 日常の生活と関連付けて考え

ーションで気を付けなけ たことを伝え合って、自分なり
ればならないことについ に解決方法を考えている。
て考えるだけでなく、表 （ワークシート・観察）
現の仕方やその後の対処
の仕方を具体的に考える
ように助言する。

②知らない人からメールが ・つい返事をしたくなってし 個人情報がもれないように注
来たとき まう心の動きについて考え 意すべきことに気付き、具体的

るようにする。 な対処の仕方を理解している。
（ワークシート・観察）

○情 このメールに返事をして
はいけない理由を考え、具
体的な対処法について話し
合うようにする。

３ ＬＩＮＥやメールを使う
ときの注意点やよりよい使
い方について話し合う。

終 ４ これからメールやＬＩＮ ・自分が実践できるように、 エ ○評
末 Ｅを使うときの自分のめあ 具体的なめあてを書くよう 情報及び情報技術の活用につ

てを作る。 に助言する。 いて、日常の生活の中で自分に
10 ・携帯電話・スマートフォン 合ったよりよい使い方を考えて
分 を持っていない児童には、 いる。

今後所持したときのことを （ワークシート・観察）
考えて書くよう助言する。

髪を切ったんだ。
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ＳＮＳの使い方大丈夫?

携帯を変えたよ。
新しいアドレスに
返事してね。

あれ？○○さん
じゃないのかな。
違ってたら「違う」
と連絡して。


